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Thisarticleattemptstostudythecontinultyanddiscontinultyinthecharacteror

Malaysia'spoliticalleadershipfrom1967to1977byanalyzingthepoliticalelites)mainly

cabinetmembcrs･ Thisperiodwasselectedbecauseitwasduringthistimethatthe

so-called M̀ayThirteellthll-Cidellt'occurredin1969,andthecharacterorMalaysia'S

politicalleadershipchangedsignificantly,fh)mtheleadershipofTunkuAbdulRahman
tothatorでunAbdulRazak.

Theanalysisconsistsorthreeparts:1)hisotricalexaminationorthepoliticalback-

groundorthisnewlyborncountry,especiallyintermsorTheAlliance,Communalism

andSocialistMovement,2)analysisofpoliticalelitesbefore'MayThirteenth'tocharac-

terizethepoliticalleadershipof-TunkuRahman,and3)analysisofpoliticalclitesafter

'MayThirteenth'toclarifythecharacteristicsofTunRazak'spoliticalleadership,
which,thewriterbelieves,remainsunchangedandvividinMalaysia'Spresentrcglme
orDatukHusseiI10nn.

As itiswidelyknowll,Malaysia'spoliticalstabilityislargelydependentuponthe
successfulcoexistenceordifferentracialgroupscomposlngthismultiracialsociety,parti-

cularlyMalaysalldChirleSe. TheAlliance,ltissaid,wasacompromiseorupperclass

*関西学院大学社会学部

I) この論文は,筆者が外務省調査員 (在マレ-シアE]本国大使館)としてまとめ,外務省調査部に1977年3月
に提出した ｢報告｣(現代マレーシアにおける政治エリートー政治的リーダーシップの史的特性分析-)

に基づいて, これに加筆 ･訂正を加えて完成したものである｡在勤中,筆者の調査活動に全面的に協力

を惜しまれなかった在マレーシアEJ本国大使館の館員諸氏,特に原栄吉大使にはこの機会を借りて感謝

の意を表明するOまたこの期聞申,マレ-シア研究に関して内外の諸兄 ･諸先輩から多くの御教示をい

ただいた｡ここにいちいち名前を掲げる余裕はないが,この機会に改めて謝意を表する次第である｡な

お,以下の論文を既に公表しているので, この論文と併せ参照していただければ率いである｡

｢いわゆるコシュナリズムと国家統合について｣ 『外務省調査月報』第17巻 3号,1976年12月 ;｢ブ
ミプ トラ優先政策と華人の動向｣『国際経済』 (臨時増刊)通巻 158号,1976年12月 ;｢第三次マレー
シア5ケ年計画とマレーシア経済学会｣ 『アジア経済』第18巻4号,1977年 4月 ;｢フセイン･オン-
マ-ティール体制下のマレーシア｣ 『アジア ･クオータリー』第 9巻 3号,1977年 7月｡
なお表記に関していうと,マレーシア関係の地名,人名はいちおうローマ字を用いた.マレーシアの

地名申州名についてはいちいちこれに ｢州｣という言葉をつけていない.また,現代マレーシア語では

未だ若干の言葉に綴り字の統一がない (例 Tengku-Tunku,Datuk-Datoなど)0
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elitesfrom eachracialcommunity,andwassuccessfulunderTunku'sleadershipuntil

'MayThirteenthIncident'in1969. AfterthreeyearsofEmergencyduringwhichTun

Razaktookpower)hispoliticalleadershipappeareddifferentfromthatofTunkuinthe

rollowmgtwopoints:firstly,hetriedtoconsolidatethegovernment'spowertooppress

thenatiolュ'stwoenemies,Commurlalism andcommunism respective一y,andsecondly,
hetriedveryhardtosuppoI･t̀BumlputraS'toeliminatetheirdisadvarltageSineヽ･el･yday

life. ThelatterpointwassetintoaconcreterormwiththeNewEconomicPolicy(era-

dicationofpovertyregardlessorraceandrestructurlngSOCietybyabolishingtheold

socialstructureinwhicheconomicfunctionandracialpositionareidentical),whichwas

energeticallycarriedoutduringtheSecondMalaysiaPlan,from 1971to1975.

AnalyzlngCabinetmembersofTunRazak'sreglmeil11975,thewriterproposesthat

therearefivecategoriesofpoliticalelites,1)themodernbureaucraticelite,2)thetradi-

tionalIslamicelite,3)themodern-traditionalelite,4)theadaptivetechnicalelite,
and5)theelitesfrom EastMalaysia･ Healsosuggeststhattheuprisingofthethird

categoryorelitesmainlycharacterizescontemporaryMalayslanpoliticalleadership)
asevidencedbytheselectionorDr.Mahathir,atypicalfigureorthethirdcategory,as

deputyprlmeministerbyDatukHussein Onninearly 1976･

Inconclusion,thewriterobservesthatMalaysia'spresentpoliticalleadershipis

acomplexorpluralpoliticalelitegroupswiththemodernニーraditionalelitegroupas

itscore･ Thisgroupisthemostpolitically-oriented,withthespecialcharacterormoder-

nlty,aSWellashavingeasyaccessibilitytothelocalMalays,alldbeingsurroundedby

modcrnbureaucraticelitesandtraditionalIslamicelites,whichinturnaresurrounded

byotherelitegroups･

ま え が き

国家の権力的職能機能が社会のあらゆる部門におよび,しかも経済発展にしろ国家統合にし

ろ,それが置かれた国際状況の中できわめて緊急性の高い要件であってみれば, ｢強力で能率

的な｣政治的リーダーシップの重要性はいやが上にも高まらざるをえない｡ましてや,国民大

衆の大部分は末だ村落の伝統的な生活から完全に抜け出すことができずにいる状態では,酎 め

た政治的エリー トの手腕が国家の存亡に直接的な繋がりをもっことは明白である｡2)

マレーシアは,ASEAN 諸国の中ではいわば優等生であるといわれ,経済発展でも国家治

安の維持でも,独立以来着実な成果をあげてきたと評価 しうる｡それが主としてマレー人と華

人の利害と勢力が括抗するいわゆる多人種社会という環境の中での成果であってみれば,なん

としてもこの国を指導 してきた政治的リ-ダ-シップの優秀さが賞賛されてしかるべきであろ

う ｡

政治エリ- 卜 (主として閣僚)の具体的分析を通して,その政治的 ])-ダーシップの性格と

2)今日,｢政治権力｣が多かれ少なかれ ｢正当な物理的強制力の独占｣に基礎を置くことは否定されない
にしても,これを ｢政治体系の能力｣とする解釈はT.Parsonsを中心に一般化しており,さらにエリー
トの機能を含めてこれをサイバネティックスの観点から解釈することも試みられている｡
T･Parsons,"OntheConceptofPoliticalPower,"inT･Parsons,SociologicalTheory& ModernSociety,
TheFreePress,1967;GIA･Almond,"ADcvelopmcntalApproachtoPoliticalSystems,"WorldPolitics,
XVIl,1965.

154



中野:現代マレ-シアにおける政治的リ-ダーシップの史的特性分析

変化 (不変化)を過去10年間くらいの時間幅3)で解明しようというのが本稿の目的であるが,

本論に先立って若干この国の政治全体についてその特徴的な点を述べておきたい 4)｡ いうまで

もなく,-国の政治指導はその国の過去の政治的体験や ｢政治文化｣に強く拘束されているも

のなのである｡

さて,現代マレーシアの政治社会についていえば以下の諸点が政治的エリー トの性格決定に

重要な関連をもっている｡

(1) イギリス植民地支配から漸次的に権力の委譲があって独立を獲得する過程で,反共主

義が国是として定着したこと｡

(2) 植民地政府から受け継いだ行政官僚制 (その下部で機能したサルタン官僚制も忘れて

はなるまい｡半島部一海峡植民地を除く-ではイギリスの支配はいわゆる間接支配であった)

がよく機能したこと｡

(3) 多人種社会 (複合民族国家)でありながらマレー人の伝統が保持され,特にサルタン

制に基づく王制の温存はマレー人エリ- トに有利な諸条件を提供したこと｡

(4) 軍隊ないしは警察 (暴力装置)がいわば文官支配のもとに置かれてきたため,これが

(他の国々,例えばタイやインドネシアなどの場合のように)政治エリー トを輩出する (ある

いは政治権力そのものの)主たる源泉とはならなかったこと｡

(5) 人種間の均衡と調和が与党 (国民統一戦線)の-一貫 した ｢指導理念｣であったから,

コミュナリズムは共産主義と共に抑圧の対象であったこと｡

(6) 加えて,イスラム国家としてのタテマ工と人種集団の共存を説く ｢マレーシアン･イ

デオロギー｣が現実的にはしばしばいわば政争の具として問題を起こしたこと｡

これらの諸特徴がまず リーダーシップ分析の前提をなすと思われる0

次いで,今 日のマレーシアの政治状況からみて,政治エリー トをとり囲む環境とかれらに課

せ られる課題を一瞥しておこう｡

ごく大雑把にいえば,独立を達成した Rahmanの時代は去って,内に外に現実的な諸問題

に対処するため職能的に優れた政治的 リ-ダ-が求められ始めている,といちおうは判断して

3)1957年の独立達成以来,いちおう一貫していたRahmanの政治的リーダーシップが1969年の ｢5月13日
事件｣によって中断し,これを引き継いだRazakが再び1976年早々に病に倒れて現在のHusseinOnn
-と政権が引きつがれたOまた,1971年に始まる第2次マレ-シア計画以後,内政における ｢ブミプト
ラ優先政策｣の実施,外交における ｢非同盟中立化路線｣の推進など,マレーシア社会の重要な軌道修
正がこの時期に現出してくる｡私見によれば,1970年を契機としてマレーシアが大きく変わり始めてい
る.196ト1977年という暗闇幅の選択はこうした認識に基づくものである.

4)第2次世界大戦の後から1969年総選挙 (その直後に人種暴動が発生)までのマレー (マレーシア)の政
治状況をまとめたものとしては,G.P.Means,MalaJ∫ianPolitics,Hodder&Stoughton,1970,1976.そ
れ以後についても若干触れているものに,K.YonVorys,Democracy Wit/loutCon∫en∫u∫,PrincetonUniv.
Press,1975.があり参考になる｡これ以外にマレーシアの政治的背景に関しては,K･J.Ratnam,
Communali∫mandthePoliticalProce∫∫inMalaya,Univ.ofMalayaPress,1965,1967;W.R.Roff,The
Origi,l∫OfMalaJNaiionali∫m,Univ･ofMalayaPress,1967,1974の2冊が必読文献である｡
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もよさそうである｡しかし,他方,マレ-伝統主義の根は深く強いものがあり,それはこの国

があくまでも体制としてマレー国家であり続ける限り,政治的正当性の根拠をここに求めるこ

とが可能になるからである｡そこで,世代交代とコミュナリズムとが錯綜する政治権力闘争の

舞台装置が,基本的にはこの国の政治場面で一貫して重要な背景として存在し続けることにな

る｡

イデオロギー (観念形態)のレベルに限っていえば,知識人 ･文化人の中から数は少ないに

しても社会主義者や共産主義者など左翼的イデオロギーの信奉者が輩出することはきわめて自

然なことと思われるが,国是が反共であるためその活動領域は限定されざるをえない｡また,

こうした人物に対する処置はしばしば権力闘争とからまってきわめて複雑なリーダーシップ内

葛藤を惹起する可能性も少なしとはしない｡

ひるがえって,人種問題に目を転じると,各々の人種コミュニティの内部で極右が分離して

過激な運動に走る可能性は常に存在するのであり,政府を荷う国民統一戦線の構成要素 (各人

種政党)が,そのコミュニティに対していかに統一的なリ-ダーシップを行使しうるかが国家

としてのマレーシアの政治的安定と緊密に連関しているわけである｡

政治的エリ- トに期待されている具体的な国家的課題としては ',

(1) 社会秩序の確保一犯罪者集団および共産主義テロリス トによる破壊的暴力を統制する

こと

(2) 国民意識の育成-国民の (国家的)アイデンティティを確立し,それに基づく積極的

な社会活動への参加を確保すること

(3) 国民の教育一国民の知的 ･技術的能力の開発と同時に,政治権力 (エリー ト)への正

当性信念を揺ぎなきものにすること

(4) 経済の発展一生産を高め,国民により豊かな生活を保障すると同時に,富の配分の平

等化 (社会的公正)をあたうるかぎり実現すること

などを列挙しうるであろう｡

以上の課題群に対 して,いかなる政治エリー トが,いかなる方法で,成功裡あるいは不成功

裡に対処してきたか,またその過程でエリー ト集団内にいかなる種類の葛藤が生起し,それが

どのような形で終息していったか｡こうした問題をやや歴史的に眺めておくことが次の作業に

なるわけである｡

Ⅰ 国民統一戦線,コミュナリズム,および社会主義運動

独立後一貫して与党であり続けてきた ｢国民戦線｣ (当初 く連合政党)Allianceと呼ばれ,

現在では拡大して く国民統一戦線〉BarisanNasionalと呼ばれている-以下 BN と略称)

が,マレー人,華人,インド人の妥協 ･協調をベースにして成立したことは周知のところであ
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るが,それがまた ｢英語で二教育を受け,西欧化の影響をもろにかぶった各人種集団の上流階

層｣を代表していたことも否定すべくもない事実である｡この政体は,基本的には,イギリス

植民地からの漸次的な独立 (英連邦内に留まるという意味での容英派)という路線を選択した

こと,および反日･反英植民地闘争の中核を荷った ｢マラヤ共産党｣(CommunistPartyor

Malaya-以下 CPM と略称)を不倶戴天の敵としたことでその主たる性格が特徴付けられて

いる｡

例えば,｢統一マレー全国組織｣(UnitedMalaysNationalOrganization-以下 UMNO
と暗称)の創設者であり,初代総裁でもある DatoOnnbinJaafarは Johore保護国の首

席大臣 (MentriBesar)の息子であり,みずか らも ｢地区行政官｣(Districtofhcer)とし

てサルタン官僚制の トップに位置していた｡サルタン官僚制 内の高級官僚たちはいわゆる

くPegawaiKerajaan〉として自他共 に容認する ｢上流貴族社会｣を形成していたことは有名

である｡5)

また, ｢マラヤ華人協会｣(MalayaChineseAssociation,現在値 MalaysiaChinese

Association-以下 MCA と略称)の初代総裁 TunSirTanCheongLockも富裕な華人ブ

ルジョアジーであり,1923年には海峡植民地 (Malacca)の立法評議会議員に任命されている

が,1935年から戦後マラヤに帰国するまで西欧に遊学している｡ そのひとり息子であった

TunTanSiewSinは1961年以来 (1974年まで)MCA の総裁であったが,かれはいわゆる

くassimilatedChinese〉といわれ,マレー語 (英語はもちろんであるが)以外には,北京語も

その他の方言華語も話すことができないので,しばしば華人を中心とする反対派に攻撃され,

榔捻されるといわれているのである｡

もちろん,こうした支配体制に対して根強い反対派の攻勢があったことは容易に想像でき

る｡それは一つには,ブルジョアー支配に対する下層階級の ｢階級闘争｣として現出したし,

他方では人種協調 (妥協)主義に対する各人種集団内部のコミュナリズムとして現出した｡

前者についていえば,今日唯一の有力な野党 (1977年2月現在下院議席154のうち9議席を確

保している)として存在する ｢民主行動党｣(DemocraticActionParty-以下 DAPと略称)

の政治運動がこの系列に属するといえよう｡ DAPは1966年もと ｢人民行動党｣(People'sAc-

tionParty-以下 PAPと略称)のマレー半島支部のメンバーであったマレーシア市民によっ

て創設された｡綱領的には,各人種集団の平等な政治的権利の主張と教育における多言語主義

(Multi-1ingualism)を標傍しているからタテマ工としては BarisanNasional(以下 BN と

略称)の与党となんら乳畔を生じる余地はないようにみえるが,現実的にはマレー人政党

UMNO を中心にしてマレー人優先政策 (あるいはマレー｣ヒ)の路線をとる与党に対して結

5)A.K.Bador,HPoliticalAuthorityandLeadershipinMalaySocietyinPerak,Malaysia,"F昭和44年度
海外客員研究員報告書』アジア経済研究所,1970.
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果的には華人(特に下層階級)の諸権利を守るという役割を荷なうことになっている｡ それも,

MCAに納得できない華人を中心的な支持層とするといわれているから,社会主義的な色彩と

華人コミュナリズムとが複雑にからみ合っているというわけである｡ちなみに,ジャーナリス

ト出身で現在 DAP の書記長である Lim KitSlang(1941年 Johore生れ)は元シンガ

ポール記者組合の委員長でもあり,マレーシア青年一社会主義者同盟 (YoungSocialistsof

Malaysia-以下 YSM と略称)の会長でもあった｡また KualaLumpur市区の国会議員と

して活躍している同党の副委員長 LeeLam Thye(1946年 Ipho生れ)も YSM の創設メ

ンバーであったし,またかつて全国商業労働者組合 (NationalUnionorCommercialWork-

ers)の書記長 (executive-secretary)という経歴が示すように社会主義運動 (労働組合運

動)の流れを引いているのである｡

1969年総選挙では,DAPは ｢人民進

歩党｣(People'sProgressiveParty-以

下 PPPと略称),および ｢マレーシア人

民運動｣(GerakanRakyatMalaysia-

以下 GRM と略称)と選挙協定を結び,

連邦議会で13議席,州議会レベルでは31

議席を獲得して,MCA の後退,ひいて

は BN の内部分裂から ｢5月13日事件｣

を惹き起こす く引き金)の役割を涯じた

のである (表 1)06)

社会主義運動全体としては,左翼の極

に1930年に成立する (主として下層華人

を中心にした)CPM が古い歴史をもっ

ているし,｢人民｣(People,あるいは

Rakyat)とか,｢労働者｣あるいは ｢社

会主義｣を冠せた政党名は枚挙 にいとま

表 1 1964年,1969年,1974年の総選挙結果
一連邦議会政党別議席獲得数-*

】 1964丁 1969 ≒ 1974**

Alliance

UMNO

MCA

MIC

FAS

PPP

DAP

89

GRM r 0

SF

PA玉)

UDP

Vacant

2

1

1

0

66

F
nu
EiiZI
EiiiZ

1

3

2

2

4

5

1

1

′＼
/_＼
(

13

8

0

0

0
1

104

)

)

)

)
)

1

0

4

4
1

9

6

2

1

(

(

(

t
(

(4)

Pekeams1

1 104 1 104 葛 114

*ただし Sabah,Sarawakは除く｡

**1974年選挙では,BNは UMNO,MCA,MIC
のほかに PAS,PPP,GRM を含む｡

なお,( )内はAllianceの票の内訳である｡
Allianceは今日発展的にBNと呼ばれている｡

がないが,基本的にはこうした近代的 ･社会主義的イデオロギーは,一方では知識人層の観念

的運動として,他方では具体的な労働者階級の運動として展開するので,民衆の大半を占める

土着的マレー人 (かれらは主として伝統的な集落 Kampongに住居し,農業や漁業に従事し

てきた)の中へは十分な定着をみることがなかったといってよい｡

現在ではBNの一翼を荷っている GRM は文字通り ｢マレーシア人艮運動｣であり,1968

6)1969年総選挙の詳細な分析としてほ,R.K.Vasil,TheMalaJ∫ianGeneralElecliol"f1969,OxfordUniv.
Press,1972.
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年に ｢中庸｣を志向した知識人グループによって結成されるが,そのリーダーは1958年から短

期間 MCA総裁の要職を担ったこともある医師の Lim ChongEu-1919年 Penang生れ)

で,1969年選挙では Penangの州政府を掌握し,Lim 白身は同州の首席大臣の地位を今日に

至るまで保持しているのである｡Lim は名門 Edinburgh大学医学部を卒業した知識人であ

るが,周知の通り Penangそのものは華人勢力の強いところであり,現に Lim の選挙区も

華人の割合が83.3% (1969年総選挙時)である｡ そこで,この場合も,こうした知識人の運動

と華人コミュナリズムとの繋がりがどうしても問題にならざるをえないということになる｡

｢マラヤ労働党｣(LabourPartyorMalaya)は1955年の創立と歴史は古いが,マレーシ

ア連邦の結成に反対するなど政治の本流から外れるところがあり,結果的には弾圧,解体の道

をたどり,その実質的な勢力は DAP と GRM に吸収されるところとなった0

これに対して,現在でもシンガポールの政権を撮るPAPは1954年の創立で,50年代には左

翼的労働組合の支持をえて急激に伸屈した｡7)いうまでもなく,そのリーダーは名門 Cam-

bridge大学で法律を学び,秀才の誉まれ高かったあの LeeKuanYew (1923年 Singapore

生れ)であり,若 くして (主として法律顧問などとして)労働運動に従事し,アジアにおける

社会主義運動の重要な指導者の一人ともくされた知識人であった｡しかし,1960年代のはじめ

には華語で教育を受けた左翼の人々が党を離れて社会主義戦線 (BarisanSocialis)を結成し

たことでも分かるように,コミュナルな運動がここでも統一的な社会主義政党の完成を阻んだ

といえるのである｡

土着マレー人との閑適でいえば,この種の社会主義政党の運動は1955年AhmadBoestaman

により創設された ｢人民党｣(PartiRa'ayat)によって代表されよう｡ Boestamanは過激な

独立の闘士として知られ,かれが人民党を結成したのも英国による7年間の投獄生活を終えた

後のことであった｡ ｢流血による独立｣(MerdekaDenganDarah)をも辞 さなかったこの

独立の闘士は人民党の結成によって農本社会主義 (AgrarianSocialism)を意図したといわれ

ている｡ しかし,こうした過激な社会主義運動はしょせんマレー農民の支持するところとはな

らなかった｡1968年にはマレー知識人層を代表する Kassim Ahmad (LondonSchoolor

Economicsのマレー学講師でもあった)がかれを引き継 ぐが,知識人の観念的運動以上の

ものになることができぬままに,Kassim はマレーシア人民社会党の党首として昨年 (1976

年)ll月,元副大臣のふたりのマレー人政治家,すなわち元科学 ･技術 ･環境副大臣 Datuk

AbdullahAhmadと元労働副大臣 AbdullahMajidと共に国内治安法 (InternalSecurity

Act)によって逮捕されてしまった｡ (1977年6月現在,詳細不明のまま拘留中｡ちなみにこ

の法律によると2年間はまず無条件で拘留できるのである｡)

7)Singaporeの PAPについては,PangchengLian,Singapore'∫People'sActionPart_γ,OxfordUniv･Press,
1971が詳しい｡
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マレーシア社会における左翼政治家の夢でもある ｢労農同盟｣ (村落のマレー人農民と都市

の華人労働者との提携-マレーシアにおけるコミュナリズム克服の道はこれしかないといい切

る知識人もいるほどである-)は,1957年の人民党とマラヤ労働党の提携による ｢社会主義戦

線｣(SocialistFront)の結成によって一時は現実的な政治軌道に乗り入れたかにもみえたが,

基本的には前者がマレー農民の支持をとりつけるのに失敗したこと,また言語や教育の問題

(きわめてコミュナリスティックな争点)をめぐって両者の問に長い対立抗争が存在したこと

もあって, ｢労農提携｣のマレーシア版はコミュナリズムの壁の前にもろくも崩れ落ちたとい

うことになる｡

かくして,左翼的 ･社会主義的な政治エリートは,人種集団を横断する人民的な支持をえる

ことがほとんど不可能であった上に,もし (政府の共産主義者弾圧を逃れて)生き残るとすれ

ば,やや穏健化した形でコミュナリスティックな基盤の上に定着するほかはなかったと結論す

ることができるであろう｡ 従って,第一にあげた DAPの事例はそのままマレーシア社会に

おけるこうした運動の典型を示唆しているということができるわけである｡

他方,典型的なコミュナリズムの政党運動としては ｢マレーシア汎イスラム政党｣(Partai

lslam SeMalaysia-以下 PASと略称)をあげることになにびとといえども異論はあるまい

と思われる｡

PASはェジブ トの IkwanaトMuslim やインドネシアの Darullslam のようにイスラム

教を国家体制に具琴=ノようとする,いわばイスラム-マレー主義極右といえる政党であり,主

としてマレー人の人口比の高い Kelantanを中心にイスラム教師によって組織 された｡ 当初

UMNO と協調していたが,UMNO の MCA に対する妥協に抗議して分離｡1959年には

Kelantanと Trengganuを制して両州の政府を握ったが,前者では1964年,1969年と引き続

きその勢力を維持したのである｡ 現在 PASは BN に参加しているが,その過激なメンバー

の中には BN の人種協調路線を弱気とする空気も強く,目下連邦政府の土地 ･地域開発相を

務める DatukHajiMohd.AsribinHajiMuda((PAS総裁)がかろうじてこれを抑えて

いるといわれている｡ ちなみに,PASの現党首 DatukAsriは,1923年 KotaBahru生れ,

当地の MajlisUgamalslam Schoolで教育を受け,日本語も勉強している｡ 教師,ジャー

ナリス トの経験をもつが,イスラム教の行政にも携わり,1973年7月には ｢同家イスラム問題

会議｣(NationalCouncilofIslamicAffairs)の副議長に任命されている.

総じていえば,BN 政府が人種協調路線を国是としてコミュナリズムの台頭には非常に警戒

的であったから,こうした運動は上にみたように地域と深 く結びつきつつも,全国的な勢力と

なることは皆無であったOまた,マレー ･コミ_1ナリズム (例えば PASの Kelantanおよび

Trengganu支配)と異なり,華人のそれは都市労働者階級を中心とした社会主義運動と重複

する傾向がきわめて強い｡同様に,インド系マレーシア人の場合にも労働組合運動は社会参加
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への重要なテコであり,今日でも労働組合運動の指導者にはインド系が多い｡これはひとえ

に,華人,インド人が近代的産業部門の労働力となり,また近代的イデオロギーの影響に容易

にさらされる社会的状況にあったからであると思われる｡ マレー農民にはこうした下部構造的

基盤が存在しなかったことはいうまでもない｡

かくして,BN は独立以来何回か上にみたようなさまざまな運動の挑戦を受けたにもかかわ

らず,1974年総選挙8) (これは1969年の人種暴動の教訓と石油危機以前の経済的好況とを踏ま

えていた)を機に,PAS,GRM を自らの陣営に取り込むと共に,東マレーシアにおいても

Sabahにおける ｢サバ人民統一党｣(BersatuRakyatJelataSabah-以下 Berjayaと略称)

の結成をはじめとして,積極的に中央政府の力を強める方向で成功裡に政治状況を展開させた

のである｡

Rahman政権末期の政治的リーダーシップ

ーその現在への連続性 ･非連続性一

連合政党は,かつては若干の トップ リーダーたちの個人的な結びつきで支えられているとい

われていた｡ すなわち,TengkuAbdulRahman了runAbdulRazak,でunDr.Ismail,

TunTanSiew Sin,TunSambanthan,TanSriTemenggongJugah,DatoStephan

KalongNjngkan,DatoDonaldStephens,それに TunMustaphaたちのサークルがそれ

である｡リーダー格の Rahmanは Kedahのプリンス (1902年生れ)で,Cambridge大学

で法律を修め,1952年以来 UMNO の総裁として活躍,1957年の独立をかち取り,そののち

1969年の人種暴動後 Razakに政権を引き渡すまで終始首相の座を守り続けた｡9)当然のこと

ながら,かれにはサルタンの息子としての伝統的権威,法律家としての近代的教養,建国の父

としての国民的名声がその一身に集まっていたわけである｡

そのRahmanの統治末期の政権の性格を解明するために,次に1967年の Who'swhoによっ

て内閣の構成を一瞥し,そのメンバーを現在との連続性 ･非連続性の観点から分析してみるこ

とにしよう｡

副大臣を含めた21名の閣僚の構成は複雑な ｢雑居世帯｣であり,これはそのままRahman政

権の妥協的性格を表現する人的構成になっているOもちろんこの雑居性はマレーシアのような

複合社会における政権の性格としてはきわめて普遍的な現象であることは否定すべくもない｡

外交,国防,国内開発を首相,副首相でおさえたのは当然であるが,UMNO,MCA,MIC

の均衡に意をもちいているほかに,Iban族の苗長を登用するなど東マレーシアU)抱き込みに

8)1974年総選挙の分析としては,C.Pillay,The1974GelleralElectioTtSinMalaysia,TheInstituteof
SoutheastAsianStudies,1974がある｡
9)最近かれは回想録をまとめて出版した｡TunkuAbdulRahmanPutra,LookingBack,PustakaAntaraタ
1977.
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表 2 CABINETLIST(1)

(AccordingtoWho'sWho1967)

TUNKUABDULRAHMANPUTRAALIHAJ
IBNIAL-MARHUM SULTANABDULHAMID
HALIM SHAH,氏.0.M.

TUNHAJIABDULRAZAKBINDATO
HUSSEINAL-AJ

TUNTANSIEW SIN,∫.P.,S.M.N.

TUNV.T.SAMBANTHAN,P.M.N.,S.M.N.

TANSRISARDONBINHAJIJUBIR,P.M.N.

TANSRIONGYOKELIN,P.M.N.,M.P.

ENCIKMOHAMEDKHIRBINJOHARI
ENCIKBAHAMANBINSAMSUDIN

DR.LIM SWEEAUN,∫.P.

TUANHAJIABDULHAMIDKHANBIN
HAJISAKHAWATALIKHAN,∫.M.N.,∫.P.

ENCIKKHAW KAIBOH,PJ･K.

TANSRITEMENGGONGJUGAANAKBARI-
ENGP.M.N.,P.N.B.S.,P.D.K.,0.B.E.
ENCIKV.MANICKAVASAGAM,J.M.N.,PJ.K.
ENCIKSENUBINABDULRAHMAN

TUANHAJIMOHAMEDGHAZALIBINHAJI
JAWI

ENCIKABDULRAHMANBINHAJIYA'AKUB

TUANHAJIABDULKHALIDBINAWANG
OSMAN

ENCIKSULAIMANBINBULON,P･J.K.

DATOENGKUMUHSEINBINABDULKADIR
∫.M.N･,D.P.M.N.,PJ.K.
ENCIKLEESIOKYEW,A.M.N.,P.J.K.
DR.NGRAM POH,∫.P.

PrimeMinister
MinisterofForelgnAffairs

DeputyPrimeMinister
MinisterofDefence
MinisterorNational&RuralDevelopment
MinisterorFinance

MinisterorWorks,PostsandTelecommuni-
Cat10nS

MinisterorTransport

AmbassadorExtraordinaryandPlenipoten-
tiarytoUnitedStatesandMinisterwithout
Portfわlio

MinisterofF.ducation

MinisterofHealth

MinisterorCommerceandIndustry
MinisterorWelfareServices

MinisterorLocalGovemment&Houslng
Ministerf♭rSarawakA鮎irs

MinisterorLabour

MinisterorlnfbrmationandMinisteror
Culture,YouthandSports

MinisterorAgricultureandC0-Operatives

MinisterorLands&MinesandJustice
AssistantMinisterwithoutPortfわlio
AmbassadortoWestGermany
AssistantMinisterfらrNationalandRural
Development

AssistantMinisterorCulture,Youthand
Sports
AssistantMinisterorEducation

AssistantMinisterorFinance

も努力している｡ 内閣の平均年齢は約48.9才である｡

さて,これらの人物を1976年11月現在の HusseinOnn内閣の顔振れと比較してみると

(もっともこの内閣の大半は Razak内閣をそのまま引き継いだ格好になっているが),副教育

相の LeeSiokYew (1924年 Selangor生れ)が今や TanSriの称号をもって保健相 (覗

MCA副総裁)の地位に,また労相のV･Manickavasagam (1926年 Selangor生れ)が同じ

くTanSriとなって通信相 (現 MIC総裁)の地位にあるのを除くと,他はすべて閣僚のポ

ストから退いてしまったことになる｡もちろん,党役員や州レベルの要職も政治権力の観点か

らすれば決して無視しうるものではないが,それにしても現役の連邦政府レベルの閣僚となれ

ば,その影響力はいっそう強く大きなものであるといいうるであろう｡

LeeSiokYew と Manickavasagam のふたりは共に BNの一翼を荷なっているMCA と

162



中野 :現代マレーシアにおける政治的 リ-ダ-シップの史的特性分析

MIC を代表して終始閣内に留まっているのであるが,かれら以外に主として UMNO の中

で今日でも有力な人物であるとみなされうるのは以下の人々である｡

まず,Rahmanは政府のお目付役,党の長老としていまだに様々な行事に顔を出す｡Tun

TanSiew Sin(1916年 Malacca生れ)も政府の経済顧問として, またマレーシアの資本

家 ･経営者のチャンピオンとして活躍中である｡ しかし,この二者の政治的権力は ｢実質的に

は｣往年の強さをもっていないと判断しうるであろう｡共に ｢古き良き時代｣を代表した象徴

的存在である｡

郵政相の TunV.T.Sambanthan(1919年 Perak生れ)は1972年に国家統一相となった

が,その後これが国家統一委員会 (NationalUnityBoard)となると共にその委員長となっ

た｡政治権力から遠のいたことは否定すべくもなかろう｡

教育相で当時 UMNO の書記長でもあった Mohd･KhirbinJohari(1923年 Kedah生

れ)はその後も商工相 (1969年)などを歴任し,党長老としても,UMNO の政治家として

も国民的な人気を維持するが,1973年米国大使兼国連大使として転出してからは政治権力の中

枢から離れてしまった｡ 一昨年帰国後も故郷の Kedah(KedahTengah選挙区)出身の国

会議員としての地位は保っている｡

いずれにしても,以上の ｢01dGuards｣たちは1969年以降漸次政権の中枢からは遠のいて

いったということができよう｡

これに対して,1954-65年には UMNO 青年部のリーダーでもあった運輸相の TanSri

Sardon(1917年 Johore生れ)はその後保健相,通信相,国連代表などを務めたが,現在で

は Penangの Governor(サルタンのいない Sarawak,Penang,Malaccaではこれに相当

する州の元首が Governorである｡Sabahではこの要職を TheYangDi-pertuaNegaraと

いう)であり,また土地 ･鉱山相兼法相のRahmanYa'akub(1928年 Sarawak生れ)は ｢5

月13日事件｣の後教育相を務めて国立大学 (UniversitiKebangsaan)を創設し,高等教育に

おけるマレー語化を促進するなどマレー化政策の実施に一役買った後,Sarawakの首席大臣

として故郷に帰った｡両者は共に連邦政府からほ退いたとはいえ,地域的にはいっそう強固な

権力基盤をもつようになったといえよう｡

いまひとりの重要人物は,情報相兼文化 ･青年 ･スポーツ柏であった SenubinAbdul

Rahman(1919年生れ)である｡かれは英国系の教育が幅をきかせたマレーシア ･エリート

の中ではやや異色であり,米国 Ca】ifbrnia大学で政治学を修めた後,在インドネシア大使

(1957年),在 ドイツ連邦共和国大使 (1962年)を経て政界人りした｡1971年まで UMNO 青

年部の))-ダーであったかれは,現在も UMNO 書記長として党の権力 中 枢に位置してい

る｡ もっとも,1969年総選挙で落選したかれは,その後 Rahmanの引退にともなう補欠選挙

で連邦議会に復帰したのである｡
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以上に述べた9人を除くと,Razakのように死去してしまったものを含めて,閣僚名簿に

名前を連ねたもののうちその大半がこの約10年の問に政界の中心から姿を消してしまったこと

になる｡

周知の通り,Rahmanの政治的 リーダーシップは1969年総選挙直後のいわゆる ｢5月13日

事件｣10)で急激に後退した｡その理由は,かれの各人種集団に妥協する ｢弱い権力｣が結果的

には (主として華人の)コミュナリズムの台頭を許すことになり,BN の分裂を招いて政治不

安 (人種暴動をさえ)を惹き起こせしめたという, ｢5月13日事件｣責任説である｡1969年選

挙そのものの結果は,Kelantanで相変わらず PASが政権を保持したこと,それに Penang

で GRM が勝利を収めたこと,連邦議会では DAPが伸びたことなどは否定できないにし

ろ,より直接的な問題は MCA の華人統制が後退した結果華人の票がコミュナリズムの軸に

そって流れたという点であろう (北部諸州ではこれがPASへさえ流れた,そして PASの運

動資金は共産主義者が提供していたという観測さえある)0

例えば,Rahmanのおひざもと Kedahでは (従来 UMNO を支持していた華人の離反

によって)情報相の SenubinAdbulRahmanがわずか88票の僅差で落選したのをはじめ,

Dr.Mahathirや Mohd.Zahirなどが敗退した｡

｢華人信ずるに足らず｣といきどおった Dr.Mahathir(当時既に UMNO 執行委員で

あった)はこの事件直後私信 (1969年6月17目付原文マレー語)を党首 Rahmanに送りつけ

て,一躍反ラーマン運動の闘士として登場する.ll)この手紙は Rahman にとってよほど応え

たとみえて,かれはしきりにこれに触れて自己弁護を展開している｡12)要するに,Rahman

の立場からすれば,Mahathirのたぐいは ｢intellectuals｣をよそおう ｢Ultra｣ (極左分子)

であって,その主張は ｢アジア ･アフリカ路線｣ (植民地解放闘争)による ｢共和国｣の建設

にあると理解されており,その発想は非現実的で,結局は UMNO リーダーシップ内の分裂

を招き,共産主義者に利用されるのがおちであるような幼稚な議論であるということになる｡

しかし,この手紙が公開され,そのコピーが流布されるにおよんで,Malaya大学を中心と

する高等教育機関において学生運動 (知識人運動)が展開し,UMNO 最高評議会が Dr.

Mahathirを追放したことに抗議し,Rahmanの辞職を要求するまでに至った｡ Rahmanは

まるで ｢飼い犬に手を噛まれる｣思いでこの状況に直面せざるをえなかったが,周知のように

全体的な政治状況の収拾作業は非常事態宣言下いわゆる ｢国家作戦会議｣(NationalOpera-

tionCouncil-以下 NOC と略称)に任されることになった｡

結果的にみれば,それが共産主義者の策動であれ,秘密結社の暗躍であれ,はたまた ｢創業

10)この事件については,GohChengTeik,71heMayThirteenthITlCidelltandDeTTl0CraCyinMalaJ∫ia,0Xford
UIliv.Press,1971を参照｡
ll)K･vonVorys,DemocracyWithoutCoTICen∫uS,1975,pp.37ト385はこの間の事情に詳しい｡
12)TunkuA.Rahman,May13,BeforeandAfter,UtusanMalayuPress,1969.
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の苦しさ｣を知らない若い世代の台頭であれ,いずれにしても｢5月13日事件｣が起こってし
まった以上は,Rahmanを指導者として独立以来この時まで政権を担当してきた政治的リー

ダー達の施策の中にこうした事態を醸成せしめたなんらかの原因があったことは確かであり,

この選挙で消えていった若干のリーダ-逮 (例えば,商工相で MCA副総裁だった Dr.Lim

SweeÅun,厚相の NgRam Pob,MCA 書記長だった Kam WooれWah,MIC書記長

だった Murugesuなど)を含めて,BN リーダーの交代が必然的なプロセスとして進行して

いたことは否定すべくもないのである｡

｢5月13日事件｣以後
-Ra2:ak政権の政治的リーダーシップー

現在マレーシアの政治権力を規定するときに, しばしば ｢Rahman-Razak体制か ら

Hussein-Mahathir体制へ｣といういい方が使われるが,私見によればこのキャッチフレー

ズはいささか精密さを欠 くように思われる｡ 確かに Razakは Rahmanの片腕として国防

と国内開発の要職を荷ない,後者の全面的な信頼をえていたことは事実である｡しかし,

Rahmanの ｢育ちの良い理想主義｣に対して,Razakの政治的リーダ-シップにはより現実

的で強引なところがあった｡Razakが自己の政権を｢5月13日事件｣の事後処理から出発さ
せねばならなかったことがこの政権の性格を規定したであろうことは想像に難 くない｡そし

て,現在の Hussein政権はつまるところ Razak政権の延長線 上にあるということができる

のではあるまいか｡そこで次に,Razak政権の政治的リーダーシップを解明しておく必要が

ある｡

｢5月13日事件｣の教訓は,いうまでもなく,この国では人種的コミュナリズムの台頭は国
家そのものの命取りにもなりかねないので二度とこうした事件を起こしてはならない,という

ことであった｡ 基本的には,建国以来のRahmanの信念 (人種共存主義)がそのまま継承さ

れたが,それを現実化する戦術では若干の反省が生まれたといいうるであろう0 Razakの認

識はここから始まる｡ そして,時あたかも第2次マレーシア計画の実施がこれに具体化の契機

を与えたのである｡

｢5月13日事件｣の後,Razakは NOCの議長に就任し実質的に国家権力の中枢に位置し
たわけであるが (非常事態宣言はこの後22カ月,1971年2月22日の国会再会まで続く),1970年

9月22日正式に Rahman引退の後を継いで首相の座についた.かれのリーダーシップは基本

的には次の二本の柱を基礎にしていた｡ -つは, ｢強い 権力｣を確立していわば上からコミュ

ナリズムと共産主義とを抑え込むこと,もう-つは実質的にマレー人の社会的地位をひきあげ

て真に人種協調が可能な社会 (公正社会)を実現することであった｡

前者についていえば,1970年のSeditionActを強化したこと,国家イデオロギーRukune-
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garaを制定したことがあげられる｡すなわち NOCは国家諮問委員会の協力と同意のもとに

現行の SeditionActを強化して,王およびサルタンの権威と特権,市民権に関する法律,

国語としてのマレー語の地位,それにマレ-人の特別な諸権利に関して公に論ずることを罪

(punishableoffence)とする,と改定した (これはFjj会再会後憲法修正事項 TheConstitu-

tionAmendmentAct1971ActA30として定着した).いま一つは,同年独立 13周年にの

ぞんで,すべてのマレ-シア国民は,神-の信仰,国王と国家-の忠説,憲法と法の遵守,寡

容と相互敬愛という道徳律の遵守を旨とすべLという国家イデオロギーが国王によって公布さ

れたことである｡

後者についていえば,これは ｢新経済政策｣(NewEconomicPolicy-以下 NEP と略称)

の実施である｡ NEPそのものは, (1)人種の別なく貧困を追放すること, (2)経済的地位

と人種とが重複している社会構造を是正して,公正な社会秩序を再構築すること,というきわ

めて常識的なものだが,その基底には,他人種に比べて経済的に劣悪な状況にあるマレー人

(Bumiputra)を徹底的に援助するという意図があった｡もちろん,この政策の実施 には ｢経

済発展｣ (パイの拡大)が不可欠であったが,幸いにして石油危機以前の第2次マレーシア計

画実施期 (すなわち1971-1973年)は景気も順調であったo開発資金の四分の-は農業部門へ

投入され,米の二期作,ゴムの植え換え,土地開発など,農民 (マレー人が圧倒的に多数を占

める)の生活基盤を改善する努力が続けられる一方,多様な公社 ･公団のたぐい,それに銀行

などが相次いで創設され,ブミプ トラ (原住民族を含む)の商業 ･工業部門-の参加が財政的

に支援された｡それまで華人やインド人にいわば独占されていた高等教育機関がマレー人のた

めに大幅に開放されるようになるのもこの頃からである｡13) いわゆる ｢ブミプ トラ優先政策｣

13)参考までに,60年代末から1972-73年度までの高等教育機関におけるマレー人,華人の構成比を示して
おこう｡

5大学におけるマレー人,華人学生の構成比の推移
(%)

1967/68Z68/69

(a)芙ラ蔓 違い 会

(b環

(C嘆

(d)夫

(e嘆

科 マレー入
学 華 人

立 マレー人
学 華 人

科 マレー人
学 華 人

業 マレー入
学 華 人

30.72 i32.79

25.03
65.65

54.23
39.82

35.57
52.93

2.0
80.00

40.20 【48.40
48.73

33.2
51.60

97.40
2.08

60.66
34.78

83.59
12.65

41.89

34.58
52.82

97.22
2.08

77.ll
19.88

84.25
12.21

!72/73年度

47.45
43.00

35.76
52.86

97.51
1.89

87.01
12.39

84.05
ll.73

(出所) TheMalaysianChineseAssociation,EducationBureau,Memorandum

ontheReview ofikeNationalEducationSLy∫tem inMalay∫ia,(Mimeo･),K.L･,
January,1975,Appendix2,pp･7-12･
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が本格的に軌道に乗って作動し始めたのであった｡14)

Razak政権初期 (例えば国会再会の年1971年)には,いまだ Rahman時代の閣僚がその

まま居残っているケースが多い｡すなわち,Razak 自身が外相と国防相の要職を兼任したも

のの,副首相兼内相には病身に鞭打って暴動後の政局安定に一役買ったTunDr･Ismailが,

さらに TunTanSiewSin が蔵相として, V･T･Sambanthanが国家統一相として,Tan

SriSardonが通信相として,TanSriOngYokeLil-1が鮒 王所相として,KhirJohariが

商工相として,TanSriTemenggongJudaがサラワク問題相として,TanSriGhazali

Jawi(現 Perak州首席大臣)は恩 ･漁業相として,各々閣僚のポス トを維持している｡ しか

し,現体制との連続性でいえば,次のような顔振れが既に登場してきている｡すなわち,

MCA と MIC とを代表している LeeSiokYew (保健相)と V･Manickavasagam (労

相)はもちろん,現首相の HusseinOnnは この時既に教育相であり,現在でも法相と検事

総長を兼ねている TanSriAbdulKadirbinYusofは検事総長,GhafarBabaは国家農

村開発相,GhaniGilongが建設相,DatoHamzahが文化 ･青年スポーツ札 TanSri

GhazaliShaBeが情報相,DatoOngKeeHuiが技術 ･研究 ･自治相,AbdulTaibが第

一次産業相という具合である｡

この閣僚名簿から前者の古参グループを排して若干の新しい ｢血｣を導入すると,それが既

に現在の Hussein政権の骨格を形成するということになる｡ そこでここでは1975年の閣僚名

簿 (1973年8月13日に大きな内閣改造｡1974年8月に総選挙)を手掛りに,現政権に直接的に

連続する政治的リーダーシップの特質を考察してみることにしよう｡

1975年当時の Razak内閣は大臣21名,副大臣17名よりなり,蔵相を兼ねた副首相の

HusseinOnnが既に ｢No.2｣たる位置を占めている｡38名の大臣の平均年齢は約46.5才

と10年前よりいくらか若返っている｡ なかでも特 に若いのが33才で副農業 ･開発相となった

MokhtarbinHashim (現副国防相),35才で副調整 ･公団相になったDatukMohd.Rahmat

(現副貿易産業相)たちであろう｡

さて,こうしたエリート集団への登龍門にはいくつかの種類があるように思われる｡以下に

その類型論を披歴し,各々のエリート型の性格を論じ,併せて今日の政治権力への関わりを分

析して,現政権の性格診断の基礎作業にかえたい｡

まず第 1は,英国 (例えば Cambridge大学の Lincoln'sInnなど)で法律を勉強し,棉

国後官僚 ･行政官の階梯をかけのぼり,同時に政党の中でも着実にリ-ダーシップを掌握しつ

つ大臣の椅子をものにするというタイプであって,極端な場合には,高級官僚 ･行政官から与

党 (BN)を媒介にして一気に議席をえて大臣に昇格してゆくというケースもありうる｡ 以下

14)この間の事情については,ThirdMalaJ∫iaPlan1976-1980,Ch･H,ReviewoftheSecondMalaysiaPlan,
197ト75に詳しい｡
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表 3 CABINETLIST(2)

(AccordingtoWIw'∫Who1975J976)

TUNHAJIABDULRAZAKBINDATUK
HUSSFJINALHA.I

DATUKHUSSEINONN

ENCIKABDULGHAFARBINBABA

DATUKLEESANCHOON,K.M.N.,M.P.

DATUKHAJIMOHAMEDASRIBINHAJI
MUDAS.P.M.K.

TANSRIDATUKV.MANICKAVASAGAM,
P.M.N.,S.P.M.S.,J.M.N.,P.J･K.,M･P.

ENCIKMOHAMEDKHIRJOHARI

DATUKHAJIHAMZAHBINHAJIABU
SAMAHS.M.K.,S.I.M.P.

TANSRIDATUKONGKEEHUⅠ,P.N.B.S.,
hl.P.

TANSRIMUHAMMADGHAZALIBINSHAFIE
P.M.N.,S.Ⅰ.M.P.,P.D.K.

DATUK HAJIABDULGHANIBIN GIIJONG
P.D.K.,∫.P.

TANSRILEESIOKYEW,P･M.N.,P･J.K.
TANSRIABDUl.KADIRBINYUSOF,P.M.N.,
P･J･K.,A･D･K･

PUANHAJJAHAISHAHBINTIABDUL
GHANI,∫.M.N.

DATUKHAJIABDULTAIBBINMAHMUD
P.G.D.K.

DATUKALIBINHAJIAHMAD
Y.M.TENGKUAHMADRITHAUl)DEN
AL-HAJBINTENGKUISMAIL,P･M.K･

TUANHAJIMOHAMEDBINYAACOB,M.P.,
P.M.K.,S.M/r.
MR.MICHAELCHENWINGSUM

DATUKMUSAHITAM

DR.MAHATHIRBINMOHAMMAD,
M.B.B.S.

DATOSRIHAJIKAMARUDDIN BIN HA.TI
MOHD.ISA

DATOABDULLANHAHMAD

TANSRICHONGHONNYAN

DATUKMOHAMEDBINRAHMAT

DATO HAJIMUSTAPHABIN HAJIABDUL
JABAR,D.P.M,S.,J.M.N.,P.∫.,A.M.N.
ENCIKMOKHTARBINHAJIHASIJIM

TUANHASSANADLIBINHAJIARSHAD
∫.S.M.

DR.SULAIMANHAJIDAUD
DATUKWANKADIRISMAIL

DATUKABDULSAMADBIN IDRIS,∫.M.N.,
P.J.K.,A.M.N.
MR.RICHARDHOUNGHUN

188

PI･imCMinisterorMalaysla
MinisterofForeignAffairs
MinisterofDefence

DeputyPI･imeMillister
MinisterorFinaIICe

Mi‡-isterorAgriculture&Development

MinisterofLabourandManpower

Ministeroi､Lands,MinesandSpecial
Functions

MinisterorCommunications

MinisterwithoutPortfわlioAmbassadortothe
UnitedStatesorAmerica

MinisterofTradeandindustry

MinisterorLocalGovernmentand
Environment

MinisterofHomeAffairs

MinisterofTransportandWorks

MinisterorHealth

MinisterorLawandAttorneyGerleral

Ministerof-welfareServices

MinisterofGeneralPlannlngand
Socio-EconomicResearch

MinisterofCulture,Youth&Sports

MinisterofInformation&SpecialFunctions

MirlisterorPower,Technology&Research

MinisterorHousingandNewVillages

MinisterorPrimaryIndustries
MinisterorEducation

DeputyMinistertothePrimeMinister'S
Department

DeputyMinistertothePrimeMinister's
Department

DeputyMinisterorFinance

DeputyMinisterorC0-OrdinationorPublic
Corporations

DeputyMinisterorAgricultureandRural
Development

DeputyMil-isterorAgricultureandRural
Development

DeputyMinisterofLabourandManpower

DeputyMinisterorLandsandMines

DeputyMinisterorcommunications

DeputyMinisterof-HomeAffairs

DeputyMinisterofTransportandWorks
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表3 continued

USTAZABUBAKARBINUMAR,S.I).K.
DATUKATHINAHAPPAN
ENCIKSHARIFAHMAD
ENCIKPAULLEOGNKHEESEONG

ENCIKTHANSIANSUNGJ.S.M.,A.M.N.,
∫.P.,P.∫.K.
DATUKHAJIDZULKIFLIBINDATUKHJ.
ABD.HAMIDA.H.N.,A.S.D.K.,P.D.D.K.

DeputyMinisterorHealth
DeputyMinisterofLaw
DeputyMinisteroflrlformation
DeputyMinisterofPrimaryIndustries
DeputyMinisterorEduction

DeputyMinisterofDefence

これを第 1類型エリートと呼ぶことにしよう.

これら ｢官僚型エリー ト｣は,本来きわめて優秀で,近代的な行政能力と時代感覚とを身に

つけているので,これに愛国心 (使命感)が加味されれば,理想的な政治指導者となる可能性

があるわけである｡ 首相,外相,国防相を兼ねた Razak,副首相と蔵相を兼ねた Husseinた

ちはこうしたタイプの典型であるが,この系列に属するものとしては,商工相の Hamzah

AbuSamad(彼の妻は Razakの妹でもある),内相の TanSriGhazaliShaGe,1971年に

DAP から MCA に移った副運輸相の Richard Ho UngHun,法相の TanSriAbdul

Kadirbin Yusof,副法相の DatukNahappan(1976年死亡),計画 ･リサーチ相の Datuk

AbdulTaibbinMohd.(かれの場合,大学は英国ではなくオース トラリアの Adelaide大

学である),電力 ･技術 ･研究相の Mohd.binYaacob,住宅 ･新村相となったMichaelChen

WingSun,紬酎臼の TanSriChongHonNyanなどがいる｡

その一例として,きわめてスマ- 卜な官僚型エリートと目される ChongHonNyanの経

歴を紹介すると,かれは 1924年 KualaLumpur生れ｡まず K･L の Victorialnstitutions

と Singaporeの RafnesCollegeで教育を受け,一時 Kelang の中等学校で教鞭をとった

級,1950年海峡植民地の ｢公務｣(CivilService-以下 CSと略称)に入り,Malaccaで

AssistantDistrictOFICerを務め (1950-1952年),1952年9月連邦奨学金をえて Cambridge

大学 TrinityHallで法律を学び M･A･を取得する.1955年に現在の ｢マレーシア公務組織｣

(MalaysiaCivilService-以下 MCS と略称)へ昇格して Malaccaで AssistantState

Secretaryを務め,1957年連 邦政府の総理府-移籍,そこで1961年まで働 く｡ その後10年間

FederalTreasury に務めた後,農業 ･土地省事務次官に任命され,1972年にFederalTrea-

suryの長官となった｡ 主として財務畑を歩いてきたかれは, しばしばコロンボ計画,世界銀

行,閣際金融基金,アジア開発銀行などの国際会議に出席したが,1974年退官oBN の候補

者 (MCA)として Malaccaの BatuBerendam 選挙区から立候補して当選,直ちに副蔵相

に任命されたというわけである｡

こうした主として英国で教育を受けた法律家 ･行政官グループ (第 1類型エリー ト)に対

して,もう少し土着マレー的な臭いのする人々がいる. 教育の程度などもー様ではないが,
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UMNO 左派から PAS に連続する特性をもっていて,イスラムの教師,教員, ジャーナリ

ストなどの経歴を有するものが多く,地域に密着しつつ政党機関を媒介に要職-昇格してきた

ものが圧倒的多数を占める｡以下にこれを第2類型エリートと呼ぶことにする｡

例えば,総理府の副大臣である DatoSriHajiKamaruddin(現紬情報相)は1930年

Perakの生まれであるが,マレー系初等学校から教員養成学校を経て,1947年から1959年まで

実際に教職にあった｡しかし,当初より政治に強い関心をもち,1952年以来 UMNO のメン

バーとして活躍,1958年には LarutUMNO 地区委員長 (1974年まで16年間この地位を維

描),Perakの UMNO連絡委員会副議長を経て全国 UMNO最高評議会委員となった｡こ

の間1959-64年にわたって Perak州議会議員,1970-74年にかけては Perakの首席大臣を

務めた｡1974年選挙で連邦議会議員となり,す ぐに現在 (当時)の閣僚のポストを手に入れた

わけである｡

この経歴は,政党 (地域活動)と地方議会 (政治)に深 く根を下した土着 ･政党人型エリー

トに特徴的なものであって,この国の政治エリートの型としては一つの典型を示していると恩

われる｡ この系列に属すると思われるものには,農業 ･開発相の GhafarBaba,副農業開発

相の DatoHajiMustaphabinJabar,副労相の HassanAdlibinAshad,土地 ･鉱山相の

DatoMohd.Asri(PAS総裁),副通信相の DatukWanKadirlsmail,副内相の Datuk

AbdulSamadbinldris,副保健相の UstazAbuBakarbinUnar,厚相の PuanAishah

bintiA.Ghani(UMNO 婦人部長)などがあげられよう｡

以上の二つの政治エリ-ト類型に対してなお二,三の補助的類型をつけ加えておかねばなら

ない｡

その一つは,主として UMNO を中心として出現してくる近代型 ･知識人エリートであっ

て,このグループは ｢英国留学一法律専攻-高級官僚｣というパターンにはまらないという点

で第 1類型とは異なり,同時にその教育のバックグラウンドからみれば第2類型とも異なりな

がら,しかも (比較的強い)マレー主義的志向によって特徴付けられるものである｡これを補

助類型第 1エリートと呼んでおこう｡

その二に,主として MCAを中心に出現してくる技術型 ･実務型エリートであって,｢5月
13日事件｣以後の華人の適応形式を連想させる(一見)非政治的な色彩を強くもっていると思わ

れるグループがある｡ これを補助類型第2エリートと呼んでおこう｡

それに第三としては,連邦議会における東マレーシアの比重の増大に鑑み,この地域から連

邦政府の閣僚として登場してくるエリートグループがあるO かれらの基盤はいうまでもなくそ

の出身地である Sabah,Sarawakの政党 ･政治活動におけるリーダーシップではあるが,社

会的背景という点ではきわめて多様であるため,ここでは仮に一つにまとめて,この国におけ

る政治エリートの-類型としておきたい.これを補助類型第3エリートと呼ぶことにする.
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さて,まず補助類型第 lエリートであるが,実はこのグループこそは,特にRahman体制

からの UMNO を中心とする政治エリート(その政権)の特性変化を語る場合,どうしても

無視することのできない重要性をもつものなのである｡

Razakの死後,Hussein新内閣の性格を決定すると考えられた副首相の選考に当たって,

少なくとも4人の有力な候補者があったというのは衆目の一致して認めているところである｡

すなわち,当時農業 ･開発相であった GhafhrBaba,Petronas(国営石油公社)総裁であった

TengkuRazale短h,教育相であった Mahathir(以上3名は UMNO の副総裁である),それ

に内相であった GhazaliShafiCがそれである. 結果的には,Mahathirが教育相を兼ねたまま

副首相に抜擢された｡そして,かれこそがまさにこの補助類型第 1ェリートの典型なのであるO

Mahathirは1925年 Kedahの生まれ｡Perakの MalaySchool,AlorStarの Sultan

AbdulHamidCollegeで教育を受けた後,Singaporeの Malaya大学で医学を修めた｡放

郷での医務官,開業医生活を経て,1964年選挙で連邦議会議員となり政界に乗り出す｡ところ

が,次の1969年選挙では落選｡この原因を華人が MCA,BN の支持をサボタージュしたこと

によるとみた Mahathirは首相 Rahmanの人種協調柔軟路線を激しく攻撃して,マレー

知識人層の強い支持を獲 得することになる｡1970年に出版されたかれの著作 TheMalay

Dilemma15)は,基本的には ｢より公正な社会を実現するために社会的弱者を政治的 ･法律的

に保護することは今日の社会では常識化している｣という主張に立っているが,それがマレー

シアの現状 (特に土着マレ-人)に当てはめられたときには強いマレー主義 (逆に,移住民一

華人,インド人-はこの土着社会の中-同化すべきであるという主張),すなわち過激なコミュ

ナリズムを前面に押し出すことになる上,(いささか物議をかもすことになる) ｢民族的遺伝｣

(マレー人の価値体系と習慣に基づく)を説明原理とした理論展開はマレー人の前途にある種

の悲観的展望を設定することにもなったので,結局,この書物は現在に至るまで ｢発禁｣の処

置を受けている｡ また Rahman批判は党内リーダーシップの分裂を招くものと判断 された

ため,党籍剥奪の制裁を受けることになり,かくして Mahathirは1969年から1972年まで

UMNO を追放されるのである｡

その Mahathirが1972年に党籍を回復するや直ちにUMNO最高評議会委員に再選された

ばかりではなく,1975年6月21日の UMNO 総会では5人の挑戦者を退けて見事に ｢3人の

副総裁｣のひとりに選ばれているのである｡16)

15)MahathirbinMohamad,TheMalayDilemma,AsiaPaciBcPress,1970.
16)UMNOの副総裁は5名で,3人の選出副総裁,それに青年部,婦人部の全国リーダー (部長)があと
の二つの席を占める｡しかし,1975年6月21日の副総裁選挙では,問題の人Harunldrisが青年部長の
まま選出副総裁のポストを求めて立候補した｡全部で8人の候補者の得票数は次表のどとくとなってい
る｡Harun問題をここで取りあげるいとまがないが,この時のかれの弁明は,Razakの関りに集まり
出した ｢共産主義分子｣を排除することにあったという｡ちなみに,選挙の結果から,第2類型エリー
トであるGhafarBabaの党内での人気がいかに大きいか,また第1類型エリートである Ghazali
Sha丘Cのそれがいかに小さいかが分かる.
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もちろん,HusseinOnn はこうした Mahathirの過去をすべて承知の上で,第 1類型エ

リートである GhazaliShafiC,第 2類型エリートである GhafhrBabaのふたりを除けてか

れを副首相に抜擢したのであるから,HusseinOnnが Razak以来の強い ｢ブミプ トラ優先

政策｣をいっそう発展させる形で政権の性格固めをおこなったことは否定すべくもない｡従っ

て,こうした方向が Rahmanを中心とした穏健長老派との乱酔を惹起することになるのもま

た自然のことであった｡

いわば第 1類型エリートと第2類型エリートを複合したようなこのエリートグループ (英語

が達者で,しかもマレー人コミュニティに近い)に属するものとしては,Mahathirのほか

に,第一次産業相の MusaHitam,総理大臣付の副大臣 DatoAbdullahAhmad (1976年

11月,国内治安法によって逮捕-テレビで Pro-Communistとしての活動を告 白-｡元故

Razak首相の政治 ･新聞秘書官),それに,この閣僚名簿には名を連ねていないが現政権への

連続性を考えるとき是非加えておかなければならないKelantanのUMNO リーダーTengku

Razaleigh(現蔵相)などがあげられよう｡ かれらは1969年の ｢5月13日事件｣の後,若干の

マレー土着エリート(第2類型エリー-ト,例えば現下院副議長 TanSriSyedNasir,1977年

1月 UMNO 青年部全国リーダーの現職にあったまま急死した TanSriSyedJaafarAlbar

など)と組んで,UMNO文配の政府の樹立とRahmanの退陣を要求する運動を展開したわ

けである｡ 問題の手紙 (Mahathirの Rahman宛1969年6月17日付)はこの直後に書かれた

(Mahathirによれば, この手紙のコピーは,Tunlsmail,MusaHitam,それに1976年

UMNO青年部良とSelangorの首席大臣の要職を追われたHarunに送付されている)017)結

果的には,既に述べたように,このグループは一時沈黙することになる｡ Mahathirは1972年

まで UMNOを追放されるし,MusaHitam も Sussex大学-の留学を口実に国外-去って

いった (ちなみに,Musaは1965年9月以来 UMNO の Executive-Secretaryであった)0

しかし,このグループに代表される強い ｢ブミプ トラ優先政策｣が Razak政権の現実的な施

注16)つづき Vice-PresidentElection

UMNOGeneralAssembly,June21,1975

il GhafarBaba 838votes

♯2 RazaleighHamzah 642

i3 Mahathir 474

(以上3各当選)

≠4 Harn 427

#5 JaafarAlbar 374

葬6 HamzahAbuSamah 209

着7 GhazaliJawi 164

辞8 GhazaliShaGe 106

17)K.YonVorys,op.cit.,p.377,note8.
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策の骨子であったことはなにびとも疑いを入れないところである｡

こうした強いマレー人優先政策の中で, (一見)いわば非政治的色彩の強い技術型,実務型

というべき性格を示すように思われるのが Razak政権末期に現われる MCAを中心とした

華人政治エリー ト達である｡

補助類型第2ェリートに属するかれらは,当然 MCA 内部での世代交代や政策論争とも深

い関連があることはいうまでもない｡MCA自体は,1969年の ｢5月13日事件｣直後,総逸挙

においてマレーシア華人を掌握できなかった責任を痛感し,Rahmanに対 して閣僚の席を

いっさい辞退するむね申し出る (結果的には,人種協調を強く主張する Rahmanに説得され

た形で3名が入閣した)018)もっとも,でunTanSiewSinが総裁の座を退いて,年若いかれ

の政治秘書官であった DatukLeeSamChoon(1935年 Pahang生れ)にその権限を引き渡

すまでにはさらに数年を要したわけだが,Lee自身は1959年以来下院の議席をもち,1965年に

は労働省政務次官に任命されている｡1973年8月13日の内閣改造で技術 ･研究 ･新村調整相に

任命された Leeは,翌年長老たちを抑えて MAC総裁に選ばれた｡

この系列に属するものとしては,Lee自身のほかに,副第-次産業相の PaulLeongKhee

Seong(1939年 Perak生れ｡オース トラリアの NewS()uthWales大学出身の化学工学士),

副教育相のThanSiangSun(1933年 Pahang生れ.NewZealand大学の MasseyCollege

出身の農学士),この時の閣僚名簿には名を連ねていないが現副公共事業柏の GohCheng

Teik(1943年 Butterworth生れ)などがあげられよう｡このうち PaulLeong(かれは1972

年 Perakでの連合政党 Allianceと PPP との連立政権問題に関連して MCAを追放され

た)とGohChengTeikは共にGRM のメンバーであるQ ちなみに解説しておくと,GRM

は1969年総選挙ではBNを激しく揺さぶった野党であったが,その次の1974年総選挙ではBN

に参画して選挙を戦い,四つの連邦議会議席を獲得 している｡ しかし,このふたつの選挙の間

にちょっとした物語がある｡

Razak政権が強い権力によるマレー主義を多人種国家統一のベースに置いたことは既に述

べた｡これは後に PASを BN に引きずり込む重要な伏線になったことも事実である｡ そこ

でこれに対抗する形でMCA内部にも一種の華人コミュナリズムの台頭がみられた｡ Dr･Lim

KengYaik(かれは1972年 1月に ｢新村｣(NewVillages)を担当する MinisterofSpecial

Functionsに任命され,そこに住む華人の生活水準向上に一役買う)やかれを支持した Alex

Leeは,いわゆる1970年から71年にかけて展開する くChineseUnityMovement〉の指導者

たちであった｡結果的には,この運動は TanSiew Sin-LeeSamChoon-Ram Woon

Wahグループ (MCAOldGuards)によって抑えられてしまうことになるが,この圧力に

18)GohChengTeik,op.cit.,p.28.入閣した3名は,TunTanStewSin,KhawKaiBoh,LeeSiokYew･
いずれも無任所相 (MinisterswithSpecialFunctions)･
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抗議した ｢改革運動派グループ｣が MCA から脱退する｡Dr･LimKengYaikをはじめ

PaulLeongなどがこの時 (1973年後半)GRM に移る｡ GRM の力はこれ以後特に Perak

を中心に拡大するのであるが,これからみても GRM からそのコミュナリスティックな性格

をまったく払拭できぬところがあると思われるのである｡19)

補助類型第3エリー トの Sabah,Sarawakを基盤にして中央政界-進出してきたものとし

ては,副国防相の DatukDzulkifli(1933年 Sabah生れ｡ニュージーランドの Victoria大

学で政治学を修める｡1974年上院議員に任命),副土地 ･鉱山柏の Dr･SulaimanHajiDaud

(Sarawak生れ｡当時41才｡､ニュージーランドのOtago大学で歯科,カナダのToronto大学

で公衆衛生を修める｡ 元 Bruneiの政府歯科医師),自治 ･環境相の TanSriOngKeeHui

(1914年 Sarawak生れ),運輸相の DatukAbdulGhanibinGilong(1932年 Sabah生れ),

計画 ･社会経済研究相の DatukHajiAbdulTaibbinMahmud(1636年 Sarawak生れ)

などがいるが,いずれも地元における政治的キャリアーを背景に連邦政府-抜擢されるという

経路をとっている｡

1969年以前に東マレーシアから登場してくる政治的エリー トは,例えば1963年にサラワク問

題相として連邦政府の閣僚になった TanSriTemenggonJuga(1903年 Sarawak生れ｡

Iban族の首領)のようにいわゆる土着種族の首長か,それとも1667年の閣僚名簿に名を連

ねている土地 ･鉱山柏兼法相の AbdulRahmanbinYa'akub(1928年 Sarawak生れ｡

Southampton大学で法律を修め,Sarawakの官僚となる)のように当地の行政官僚組織で頭

角を現わした切れ者かであった｡ところが,1960年代後半の東マレーシアにおける人種主義政

袷 (土着諸種族の政治意識のたかまりに伴う)の展開を経て,1970年代に入ると主としてイス

ラム-マレー系とそれ以外の人種集団による政党とが連立 ･協調の路線をとり始め,政党政治

が軌道に乗ることになり,これを背景にした政治家も多く出現してくるようになった｡

もちろん,ここで東マレーシアの政治展開を詳しく論じているいとまはないが,20)簡単にそ

の主な動きをまとめておくと,まず Sabahでは,イスラム教を旗印に ｢サバ王国｣を築いた

といわれている Rahmanに近い 01dGuardの TunMustaphaが首席大臣として (1967

年以来)与党の ｢統一サバ全国組織｣(UnitedSabahNationalOrganization-以下 USNO

と暗称)を率いていたのに対してキリス ト教徒 の多い Kadazan族が反発を示していたが,

TanSriFuadStephens(後 Tun)-Kadazan族の指導者-が1971年イスラムに改宗,

USNO に参加し同州の元首 (Yangdi-PertuanNegara)に任命されるにおよび,マレー系

と土着 Kadazan族との協調路線が成立し,この体制は1976年の Berjayaの勝利まで続 くわ

19)この当時の事情については,YongMumCheong,"Malaysiain1973,TheSearchfわraNewPolitical
andEconomicOrder",inTrendsinMalay∫iaZZ,instituteofSoutheastAsianStudies,1974参照｡

20)東マレーシアの最近の政治状勢については,BruceRoss-Larson,ThePoliticsofFederalism,BruceRoss-
Larson,Singapore,1976に詳しい｡
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けである｡

運輸相の GhaniGilongは Sabahから出て きた典型的な政党政治家であり,Fuad

Stephensの創設した ｢パソクーモモガン-カダザン統一組織｣(UnitedPasok-Momogun

KadazanOrganization-以下 UPKOと略称)に参画,のち副総裁,総裁を務める｡ マレー

シアの成立に当たって連邦議会議員に選出され,1969年5月には連邦政府の法相に,また1970

年には運輸相に任命されるというわけである｡ UPKO は1967年に解消するので,この時以来

与党の USNO に移ることになるが,現在は中央政府の肝入りで創設され,結局 TunMus-

taphaを Sabahから追放する力となった Berjayaの副総裁である (1976年9月現在の閣僚

ポス トは名称変更のため公共事業相ということになっている)0

Sarawakでも,1973年5月にそれまで ｢サラワク連合党｣(TheSarawakAlliance)を形成

していた ｢サラワク華人協会｣(SarawakChineseAssociation-以下 SCA と略称),°ayak

族を中心とした Pesaka覚, それに Malay系を中心にした Bumiputra党の三者のうち後

二者が融合して ｢サラワク･プサカニブミプ トラ統一党｣(PartiePesakaBumiputraBersatu

Sarawak-以下 PPBBSと略称)が成立,党首 に TanSriTemenggongJuga(以前の

Pesakaの指導者),副党首に DatoTaib(以前の Bumiputraの指導者)が就任する｡同時

に,連邦政府の教育相から Sarawakの首席大臣として帰ってくる DatukAbdulRahman

Ya'akubがこの新しい政党の書記長となったのである｡

地方自治 ･環境相である TanSriOngKeeHu主(1914年 Kuching生れ)は Sarawak

でCapitanChina(大華商)といわれていた著名な富豪の息子で,1963年以来連邦議会議員｡

｢サラワク統一人民党｣(SarawakUnitedPeople'sParty-以下 SUPP と略称)の創設者

で,同時に総裁でもあった｡ Kuching市議会議員を長く務めるかたわら,ここを中心に多数

の Businessをも経営し,1973年8月13日に地方自治 ･住宅相に任命される前には,技術 ･研

究 ･地方自治柏であった｡1976年11月現在,相変わらず連邦政府の科学 ･技術 ･環境相を務め

ている｡

計画 ･社会経済研究相の DatukTaibは Muslim-Melanauで DatoRahmanYa'akub

の甥でもある｡ オース トラリアの Adelaide大学で法律を修めたあと,一時南オース トラリア

の最高裁に就職するが,1962-63年 Sarawak法務省に帰る｡PPBBSの副総裁 になるのが

1973年,その後中央政府の大臣職を務め,現在 (1976年11月)情報相の要職にある｡ なお,副

国防相の DatukDzulkifliは Sabah の行政官僚から政界入りし,1974年に上院議員に任命

された後,この地位をえるが,USNO を荷なうべくその後故郷へ呼び戻されている｡

あ と が き

一方では不断に活性化する可能性をもつコミュナリズム,他方では階級的対立を契機に顕在
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化しうる左翼的運動,こうしたふたつの ｢活火山帯｣の上にあって,さらに特殊な歴史的産

物である ｢政治文化｣21)をもったマレーシアの政治の中で,主 として Rahman-Razak-

Hussein-と動いた政権の軌跡を,政治エリー トの性格分析によって後付けてみようとする試

みを呈示した｡本来,本稿の基礎になった ｢報告｣では現体制 (Hussein-Mahathir体制)

の性格分析が主眼であったが,本稿ではこの部分は全面的に割愛する｡22) しかし,既に論じて

きたように,Razak政権で定着した ｢強い政権｣の路線は現在の体制の申-脈々と流れ込ん

でいるのであり,その意味で, ｢上流華人とポーカーを楽しみ, 競馬を趣味とした Rahman

の時代は終わった｣というのは Razak政権の智明期のみならず,現在でもまだ通用する ｢普

遍的命題｣である｡

HusseinOnn自身は UMNO の創設者 OnnbinJafaarの息子である上に,既に早 く

1972年6月23日の UMNO 総会において,TanSriHajiSardon(542票)に次いで420票を

えて UMNO 副総裁に選出された (もう一人は398票をえた AbdulGhafarBaba) ｢実力

者｣でもあってみれば,その政治的 リーダーシップの ｢正統性｣を疑う根拠も稀薄である｡

1973年 1月の Kelantanにおける PASとの連合23)が UMNO の威信を高め,ひいては

BN の支配をいっそう安定化するのに寄与したこともまた疑いえない0

もちろん,1976年7月 1日におこなわれた UMNO 青年部第25回総会での青年部部長の選

挙で,Husseinの推した DatukMohd･Rahmatが UMNO タカ派の長老 TanSriJaafar

Albarに大差 (222票対136票)で敗れるというような出来事もあったが,私見ではこの両者は

いずれも第 2類型エリー トであり,この選挙の勝敗を Hussein政権の性格との関連でとりた

てて議論する必要はないと思われる｡

それよりも重要な点は,HusseinOnnが副首相の任命で,第2類型エリートできわめて党

内での人気が高い ｢イスラム-マレー主義者｣の GhafarBabaを切ったことである｡ いうま

でもなく,UMNO 中央執行部というのはそのまま BN と政府の中央執行機関に重なってゆ

くのであるから,より大局的な見地 (他人種集団や国際関係との関連など)からも事態を判断

し政策を遂行しなければならない｡特に,相変わらず経済的には強力で優秀な人材の宝庫でも

ある華人との協力は必至である. その華人たちの政治エリートが今日どのようにしてマレーシ

21)｢まえがき｣で述べたマレーシア政治の諸特徴を想起せよ｡
22)これについては,拙稿 ｢フセイン･オン-マ-ティール体制下のマレーシア｣『アジア･クォータリー』
第9巻3号,1977年7月に簡単にまとめておいた｡
23)マレー人の人口比率が圧倒的に高い (Kelantanで92.8%,Trengganuで93.9%,いずれも1970年現在)
北部諸州を掌握せずしてUMNOを ｢イスラム-マレ-主義｣の政党であるとはいえぬという主張が
あった｡ちなみに UMNOは Kelantan攻略に ｢王族｣を利用した｡1974年総選挙では,Kelantan
(12の小選挙区,当選は各選挙区1名)から PAS総裁の DatukAsriが当選しているのはもちろんだ
が,4名の王族 (Tengku)が いずれもBNの旗を掲げて当選,そのうちのふたりは UMNOで圧倒
的な支持を享受するに至った TengkuRazaleighHamzah(現蔵相),およびTengkuAhmadRithaud-
den(現外相)である｡1975年9月21日に即位した現国王もまた Kelantanのサルタンである｡
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アの政治権力構造の中へ組み込まれているかについては既に若干の指摘をおこなった｡

紙面もつきたのでここでは単なる論点の示唆に留めざるをえないが,もし将来現政権の性格

に変化が生じるとすれば,それは以下の四つの要因による可能性が大きいと思われる｡

(1) 過度のブミプ トラ優先政策が惹起するであろう他人種集団 (なかんずく華人)の社会

的不満あるいは疎外感の拡大24)

(2) 特に行政官僚制下層レベルにおける能率とモラールの低下

(3) 貿易と投資を左右する世界経済の動向

(4) ｢外から｣の援助によって強化されうる共産主義者の破壊活動の活発化｡

(1977年6月30日)

24)拙稿 ｢ブミプトラ優先政策と華人の動向｣『国際経済』 (臨時増11｣)通巻158号,1976年12月参照｡
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